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例日

1.本報告書は師向貝塚第 1 次発掘調査報告書で、ある。編集の都合上、資料編( B召和55年

度刊行)と本文編(昭和56年度刊行)の 2分冊とした。

2. トレンチ名は調査区域の区画名を似勺て表ぶした。

3. 第 l 次調査の発掘個所中、 2DE トレンチ (2 D 区 .2E区)は発掘未了部分を生じ

たため、昭和56年度に実施した第 2 次調査で継続、完了した。しだか、って、 2DE ト

レンチに限り、第 2 次調査の結呆を加えて報告するの

4. 遺跡実測図ならびに各トレンチのレベルは「絶対レベル」で表示した。挿図番号は資

料編、本文編共通である。

5. 遺物番号は本文編、資料編共通とし、ゴシックイ本で表示した。

6. 造物寸法中、( )付けの数字は破損品または欠損部の現存す法である。
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I 調査目的

神奈川尽の北京Ij!lJ を流h IJ:LíJJーから点点 iなにえく鶴見川流域てやは、縄文日、\1-¥: !ìíJ期の jíiJ:進時に

見川入江と称される広大な入海が出現し、黒浜期から諸磯 b 期を中心に、沿岸に 30箇所i5:い貝

場iが形成された。師岡貝塚は鵠昆)!ItJ i平に残されたそ) I~ た貝塚のーってや、横浜市港北区帥 l ， i;J

町1137番地に存在する。

鶴見川下流域における縦文時代前期貝塚の分布密度の許可さはl坑によく知られているところで

あるが、近年、横浜市一と川崎市の膨張に伴い、 この地域は急速に市桁地化し、同時に少なから

ぬ貝塚均、消滅ゃれ(J去を被った、現有する貝塚の中にも環境の変化により、 支 L前任不可能に

陥った例も枚挙のいとまない。師岡貝塚の場合もまた同じような恐れが生じつつある。

師同只よ示は、 当地方の縄文時代前期jにおいては例のi七 'r'<: 的少ない、 台地斜面に形成された、

いわゆる斜面貝塚であるコ この主u援が何時頃から知l られ始めたかは明らかでないが、明治31(19

89) 年刊行の w 11 本石器時代人民遺物発見地名夫』には I 武蔵 [EI fi，{j樹郡1!Il付師同 士器 i I 付
1 ) 

山九三郎報) ~ という記載がみえる。貝塚の文字は見当たらないけれども、それが本n城に関

係する .u三法J][ と tH 十寸古を桁した可能性(土多いと行えよう 推測すれは\日rlílèíiJ 貝塚も、 1リj ifì同代

末頃には人々の自に触れていたのではなかろうか。 大正時代以降になると、師岡貝塚へ巧占学

者や郷土史家がしばしば訪れ小発抗日やiE物採集を試みでいる。 しかし、今円:二至るまでの問、

学術的調査が行なわれたことはなく、僅かに泊員削中男氏の論文と地名去により 消防水産:の民よ
(ィ主 21 (� :3) 

t) 成る諸機期の奈!間貝塚でわ地中段に存在する ことが知られるにすぎな L 。

本館では考古古IjFうの地域~Jf究活動のテーマのーっとして、鶴見J1 1 流域の只塚群をと i) あげ、

発掘調夜、現地時台、丈献調子王寺を継続してきたか、師岡貝塚については、研究トの必要と前

i主のよう古事情により、号J.:~l_にそのi五時な時刷、規模、同一造等を把躍し、実態を町j りかにする

必要を感じた。 そこで !lti相.S5 ¥ 1980) 年に第 1 次調査を、翌日和田 D981l年に第 2次調伐を

尖施した ここに、指 1 次調伐の結果について、副今年度刊 h の資料制と今 [111 山本文相とにより、

概要を報告する。なお、 2お 1 次調査では、貝層の堆陪が予想、以上に厚かったのと降雨に~~ 1, 、さ

n 、トレンチの一部に若干の調交未了イ[，li1 祈が斤じた。この刷所はあ 2 次調子tのさいう己了したか、

性質上、本報匠書で取絞った。

II 師同貝塚の位置と環境

師同貝塚は東京急行電鉄東横線大倉山駅の北東約1.3kmの地点にある小台地上に存在し、子ìf也

中段に雨Uられてた熊野神社の拝殿裏子に位置している l 弟 l 図・資 *1 編 p ~jJ.図)。

師岡町と問辺一帯iJ 、 30年ほど前までは、鶴見川沿いに樹木に覆われた低半な台地がつらな

1) 、{且よ也には水回ヵ、広がっていて、 その景観に縄文時代前期における鶴見川入江を山、(ませるも
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のがあった。しかし現在では、昭和30年代後半を境に道路・住宅・工場等の急増をみ、それに

伴う削平や埋立工事により地形の原状が者るしく損われた。貝塚を取り巻くかつての自然環境

を察知することはかなり困難で‘ある。そこで参考資料として資料編 P3 n、閃)に、未だ旧地

形が比較的よく残っている昭和31 (956) 年当時の地形図を載せた。

同図と第 1 図から半IJ るように師岡貝塚が存在する白地は、鶴見川右岸、北寺尾方面から北西

へ突出した複雑な地形を呈する半島状台地の一部で、主要幹線道路「束京丸子横浜線(綱島街

道) J の大会山駅東北方に存在する小さな峠の付近から、東側へ細長く分岐したものである。

全長約 1 kmo I隔は基部において現在150m 前後を測るが、これは北半が切り崩されたためで、か

つては約300m あり両側面には小さな谷が幾っか入りこんでいた。熊野神社の裏手付近が最も高

〈、標高42m (低地との比高約35m)、やや広い平坦面をなし、それより東側においては全体に

なだらかな起伏を示す緩斜面がつづく。また、北側面は鶴見川に 南側面は小きく巌入した谷

をへだ、てて、この台地とほぼ平行するような形で、東へ分岐した二つの半品状小台地に面してい

る。

これらの小台地の根幹をなす大きな半島状台地を、鶴見川は白から束へ大きく迂回し、 *Iìii} 島

付近で早測川を、駒岡町北方で矢上川を併せ、東京湾に注ぐ。縄文時代前期、両側の低地を覆

った広大な鶴見川入江の汀線i土、この什i圧の場合、現標高 8- lO m の位置に想定してはほ誤り

なかるう。師嗣の台地も入江南岸に突出した小ぎな半島であったと二与えられる。

師岡貝塚は!日地形に照らすと、 fìt也南半部の上面に接する北東斜面上部に残されたものであ

る。現在、地表に直径約15m の広さで貝殻ヵ、散布し、ちょうどその範囲た、け樹木と薮がなく、

斜面に広い空聞か出来ている。台地ト面は平山で、ヰじ"t-が削り去られたため、東西幅約50m 、

南北幅約30m で、平面形が二等辺三角形に近い。西端には標高42.6m の三角点が設置され、そ

れより西約 7m をへたてた地点には直径8m 、高さ 1m切の規模をもっマウンドがあるが、古

墳であるか否かは明らかでない。また、斜面中段、椋高35m の等高線付近には、 3-5mの幅

で斜面を帯状にめぐる幾分平坦な面が存在する。

この台地の周辺には各期の遺跡が多数存在するが、特に縄文時代の前期貝塚をとりあげてみ

ると、師岡貝塚を中心として半径2.5kmの範岡内でさえ、北中には峯谷貝塚(横浜市港北区新吉

田町)、南綱島貝塚(同・吉田町)が、南岸には八幡社裏貝塚・表谷西貝塚・表谷東貝塚(同・篠

原町)、宮谷貝塚( I口]・菊名)、上ノ宮貝塚(横浜市鶴見区北寺尾町)、駒岡貝塚(同・駒岡町)、税
、表 4)

山貝塚(同・向山)、上台貝塚(同・上末田J)の諸貝塚があり、黒浜期から諸磯 b 期に形成され

たものが主体をなしている。



III. 調査の概要

1.調査区域

師岡員塚の調査開始前の状態は、台I良縁辺部直下の東斜面上部、直在約15mの範囲にまばら

な貝殻の散布と乱掘の痕跡が各所に認められた程度て\地表の観察とボーリング調査5では貝塚

のおよその範聞と中心を把握できなかった。しかし、そこだけが周囲とは異なって樹木と薮が

なく、地面が露出していることは、地下に厚い貝層が存在し植物の生育を妨げたことを予想さ

せるものである(図版1)。そニで、貝殻の分布密度が比較的高い東西10m 、南北14m の範問を

とりあえず調査区域に選ぴ、 2m 万6Rで35区画を設定した。原点は調査区域の北西角で、台地

上面に存夜する三角点 (42.61m )より N 一一一 56. ←一一 E. 距離29mの位置に当たる。各区(区

画)の名称は、原点から南を数字(1- 5) 、東をアルファベット順(A- G) の記号で区別し、

それらを組合わせた。 トレンチ名も同様で、ある(第 2 図)。

第 1 次調査は日塚の状態を把握することに重点を置き、調査区域中央に 2AB トレンチ (2

A[R ・ 2B 区←一以下「区」を宵略)、 2DE トレンチを、また S列延長上の調交区域北結2m

離れた地点に DS トレンチを設定、発掘した。発掘面積延約20m2 てやある。

2AB トレンチ、 2DE トレンチを設定した 2列は「第 2 図調査民域実測凶」から判るよう

に、斜面を縦走する帯状の凹所の中心にかかる。傾斜度をみると上半部で15. -20。、下半部で15.

-20. 、 C 区、 G 区ではかなり緩かさをみせるが、 D 区では30. -35。の急傾斜を示し、ノj、きな段状

部をなす。また、 G 区以東は小さな岸となうていて、高さ約 2mの石垣の下に尾根を横断する

幅4m め道路ヵ、走り、人家が並ぶ。

DS トレンチは、斜面を縦走する帯状凹所め北側斜面にかかっている。薮の根方にw.穀の散

布が認められたので2X2m のトレンチを設定し発拐を開始したが、至近距離に存在する大き

な樹木の恨と薮に妨げられ、結局1.8X 1. 5m の範囲の調査を完了したに止まらぎるを得なかうた。

以下、各トレンチの調査結果を述べることにする。なお、ぞれに先立ち 2AB トレンチと 2

DE トレンチについては、中間に未発掘の 2C 区が介在するが設定意図との関係もあり、層の

対比が一応可能で、あるので一括して扱うことにしたことをお断わりしておく。

2. 各トレンチの状態

(1) 2 A B . 2 D E トレンチ(図版 2-3 ・第 3 図)

両トレンチは斜面を縦走する摺状凹所底部に ìEi:いため、東側のみならず南側へも傾斜してい

る。 2AB トレンチ、 2DE トレンチにおいては(局辺も含め)、第 3図に見られる如く表土が

ほとんど失われ、土層と貝留の堆積状態むきわめて複雑であった。今述べたような地形条件に
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起因するもので、あろうヲしかし、幸い発出部分における層 F子は、細部に多少不可]な個所を残す

が、トレンチ内に存在した各層の特徴、堆積め前後関係、レベル、出土土器型式等により、大

略次のようになうていることが判明した。

1=表土層 f 腐植 1-)胃)、 2=第 1 ilt 貝土層、 3=，~，初色土層、 4=ìf~上貝層、 5=第 2 語~H

七層、 6三時制色上層、 7一関東ロ ム層。

各層の状態は次のとおけであった。

表土層 第 3 図 I 層

布機物を含む初色土層。 2A区間半に薄〈堆積するのみで、調査区域内でも斜[百l上方の A 手 IJ 、

B ダIJの一部に存イ1:するにすぎないο ところがこの層は調丘医域外では20~ 30crn tlíj後、斜面下万

の主 G 区東方の崖面では70crn前後継偏している。したがって大部分が摺状山所にかかる調査区

域の場合、凹所に沿い流出、下方に厚〈堆積したと考えて誤りなかろう。

2A区の表ート層かムは遺物は全〈検出きれなかった。

第 u昆貝土層 第 3 図 IIa"nb 層

H設のi昆入カザ~較的多い有機質のHl fL)色土層。全般に 30~60crnの堆積をぶすが2D 区では20

~30crn と薄くなっている。これは 2D 区が約35。の急斜面に当るため、一部が崩壊し去ったもの

であろう。

第 lìl1上{土層は、 i九l !f.出の 2A 区を|泳き事実上の表土!討であ 1) 、地表下2(J ~30crn付近までは悦

百しにより原状を尖うている。第 3 凶中、 II a はt畳乱部分、lI b は原状を残 4一部分である。ただ

し 2 E [?<:においては確実に II b 層と判定しうる部分がなく、直ドに堆和する i昆土貝層 (W a 層)

上面まで、 IIa 層同様か、二次堆積に類する状態が続いていた。この点については、若干問題

があるので、後に触れることとし、 IJ?:;[たを保つ IIb 層に [;l~ って記述を進めたい U

II b 層=i昆日土厄;ではあるが、部分により貝殻の包含忌に旧宮、の差かあり、 J問責の厚い 2 ，~ 

区・ 2 B[ヌーでは j昆土員層または沌 w. J留に近いノトブワックが点在、利 i両部分にも同様な傾向が認

められたが、崩落・土砂の移動等により規模と形状は明確に把できなかった。

本)百に包含ぎわ t: 貝類ii二枚貝 10稀二類・巻貝 7 種類、ヂト計17種類である(表2L 数的にはハ

イグイを主体とする二は貝カ、90%以上を市め ハマクリ、アサリ、シオフヨ号、オキシジミ等カ、

比較的多い。巻Hは小型のアカニンが多少目立つ程度である。貝殻の遺存状態は全般に悪く、

破砕した小破片が大半を占めている。貝殻以外の動物遺存体の出土は怖で、種類はエイの一種

が知られる(表 5) 。

出土遺物は土器叫 1\ のみで、小型叫片少数が散慢に l.H 十ーした。総量はギ箱 (70x 45 x lOcrn:人.'

1 個分で、後遺する第 4類土器 f話機 b 式土器)、第 5 類上器(諸磯 c 式上梓)、第 7 類土器

(勝坂式土器)、第 8類土器(阿五台式土器)等を含む。主体的存在は第4 類土器で、 2A区、

2B 区ではほぼ単独に存イI したが、 2D 区では第 7 類土器、第 8類土器の混入が目立った。
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黒制色土層ー←第 3 図 III 層・ III 一一

有機質の黒偶色土層。組成、質感および色調において、上部i1~貝土層との間に差を見出し難

い。貝殻包含の有無を除けば、同じ土層と見倣すべきものと考えられる。この層は 2D 区、 2

E 区南半で第 lì昆異土層と i見土貝層の問に凸レンズ状に桜入、南側斜面を縦走する摺状凹所へ

向けて厚さを増し、トレンチ南壁付近で15-20cmの堆積を示す。

遺物は全く出土しなかった。

i昆土貝層一一第 3 図W層 (Na-Nd) 一一

有機質の黒禍色土が ìEtった j昆土只層。師岡貝塚の中心をなす層で、 2A 区上方の斜面から始

まり、 2E 匹以東に及ぶ。 2A 区・ 2B 区においては30-70cm 、 2C 区-2D 区にかけ最大の

堆積を示し 100-120cm 、 2E 区においても 70cm前後堆積している。この層も単純な出土貝層では

なく、大小多数のフーロック状貝層から成り立ち、斜面傾斜度、堆積面の凹凸その他の条件によ

り、原状を一応、残す個所と白然崩壊に原因する変形個所が混在するつしたがって同一発掘区内

においても土砂・有機物の混入量や貝殻の堆積密度の差が少なくない。しかし各部分の堆積状

態、貝層相互の前後関係および、貝層中に含まれた土器の差異から、この層は一応、Na-Nd の

4 層に細別するととが出来、きらに Na 層と Nb-Nd 層のよL鮮に区分するのが妥当と考えら

れる。

以下各層の説明に移るが、 N aJ百については他の 3 層とは呉なる点かあり、記述の都千干上w

b-Nd 層を先に取り上げたいと思う。

Nb 層ニニ黒褐色土を多く含んだ j昆土只層て、、純貝層に近い貝殻の小ブロックも一部に存在し

た。実質的には j昆貝土層と大差がない。貝殻も破砕された小片が多く、 Nc 層、 Nd 層に比べ

遺存状態は

区を中心心、に厚き 3泊0-6印Oc叩m白副前líH後麦1堆佳積しているカがf 、 2E 区では不鮮明になり、末端は不明である。

Nc 層二少量の黒褐色土、砂粒、黒色有機物を含んだ出土日層で、全体の色調がやや黒ずん

でいるが、 Mの緊リは囲いっ貝殻も小破片か少なく、 二枚只では貝殻が合わさったままの例が

目立つなど遺存状態は良好で、ある。 Nc 層は、第 3 図中 2DE トしンチ西側壁而実iRIJ図に見ら

れるよ?に、 Nb 層と Nd 層の聞に凸レンズ状に以入している。上部末端が 2c 区内にあるこ

とは明らかであろう。 2D 区-2E 区の|有半に堆積、南側へ急激に早さを増し、最大約90cm を

ぷすが、 2 El丘との境界付近から鮮明きを失い、消滅している。

Nd 層=Nc 層同様、黒補色土・砂粒込色炭化物等を含むが、 i昆人量がはるかに少いため

色調にも明瞭なさぞが認められる。純貝層に近い貝層で、貝殻の遺存状態も良好であ勺た(図版

4 ー←(1) ・(三)) 0 N d 層は明らかに 2A 区よりrl::に上方から始まり、 2E 区以東へ及んでいるつ 2

C 区・ 2D 区イ寸近の堆積が最も厚く 60-70cm を測るが、 2E 区で急激に厚さを減ずる c なお、

北但IJ Q主面に現われた小さな落込み部は腐蝕した樹木の根に貝殻が転落したものらしい。

Nb-Nd 層を構成する貝類は、二校長 12種類・巻貝 7種類、合計 19種類である(表 2) 。数
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的には二枚具が85-90%程度を出める c 主体をなすのはハイカ、、イで群を抜いて多く、ハマグリ、

シオフキ、アサリ、オキンジミがこれに次ぐ。成長度は全般に幼く、特にハイカーイとハマクリ

については中型、小型の個体に阪られると言ってもよい。しかし、オキシジ三、シオつま号、カ

芳、ミァゲイ、アサリでは中型、大型のi凶体が普通である c

層別にみた種類の組成、各種類における成長度の比率は、 Nb-Nd 層を通じほほ同様な傾

向にあるが、例えば 2D 区Nb 層では大型のハマグリの以入が目立ち、同Nd 層下半音1\ではハ

イガイ、ハマグリともごく小型の個体が集中し、同Nc 層下半ではマガキ、アカニシが他層に

比べ多いなど、部分により幾分差が認められる。

検出された貝類以外の動物遺存体としては、魚類ではマダラトピエイ・クロ夕、イ・コチ・エ

イの 5 種類、 p~ì乳類では、シカ・イヌ・タヌキの 3種類がある(表 5 )。ただし出土数は少ない。

Nb-Nd 層出土の遺物の種類lま次のとおりである。土器破片(平箱約 4個分)、打製石斧、

喋器、磨石、貝刃(表1)。

寸器は、 10余例を除きすべて第 4 類土器(諸磯 b 式土持)で、これに第6 類土器(浮島式土器)

が少数伴出した。 ほかに Nd 層下端から時都色土上端{J近で、第 5類土器(諸磯 c 式土器)が

数片検出されたが、キ;貝層との直接的関係、は認め難い。

Na 層ー黒褐色土と妙、杭・!火・炭火物等を含んだ j昆十一貝層。 Nb 層と酷似した状態をかすが

層白体は固く緊り、他の 3 層に比べ祇骨、魚、骨を多く包含する。貝殻の遺存程度は慨して良女「

と言えるが、一二枚只の殻が筏合した状態の遺存例は僅かであった。この層は、 2E 区西端の東

約50cm付近から Nd 層を覆う形て、凸レンズ:1えによ位階、 !U!t品て糸'-j65cmの堆桔を ìftiJる。

Na 層を構成する貝類は二枚貝 12種煩・巻貝 10種類、 fi、計22種類。二枚只が主体をなしてお

り、ハイガイ、ハマクリ、オキシジミ、シオフキが多い点は変わらない(しかし、マカ、キ、カ

カ、、ミカ、イ、ミ/しクイの出土率が他層より高く、巻貝でも大型、中 111jのアカニシが相当主l: (明確

な群集状態ではないが比較的密に)混 1) 、ナガニシ、イボニン パイ、ツメタカイ、ス力、イ、

イボキシャゴ、アワビ等、他層では稀または検出きれなか rノた種類を含むなどの点で、貝 ~Ûの

*Ij 成に幾分差異がある。なお、アワビの出寸一例数は 3個体。いずれも小引の個体であるが、当

時の周辺水域では棲息しない点で注目すべきものと言えよう。

只類以外の動物遺存休としては、魚、翼民ではクロタイ、ボヲ、スズキの3種類、晴乳類ではシ

カ、イノシシ、タヌキ、ウマ(つ)の 4 柿類、鳥類ではトリ(種名不詳)の 1 種類が知られた。

このうち晴乳頭は、他時期の貝塚に比べれば出土数は比較にならぬほど少ないが、 Nb-Nd

層よりも出土数が目立って多い(表 5 )。

11\土遺物は;大のとおりである)士器破片(平和約 G個分)、打製石斧、喋器、打製石減、貝刃、

具製掻黒、貝輪、黒 H玉石余IJ日(表 1 ﾎo 

本層は、上端部に第 5 類土::~が若干 j昆人するが、主体をなす土器は第 7 組土器(勝坂式土器1

で、これに第8類土器( l;uJl.台式土器)が伴Iれする。いずれも大型破片が多〈、特に 2E 区東端
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付近では累々と層をなすような状態で集中前に存在した。 7類土器と 8類土器の比率は正確に

は示せないが、この部分に関する限り 8類土器は30-35%紅度になろう。

第 2 ì1~貝土層一一第 3 図 V 層一一

少量の貝殻がifL った有機質の黒褐色土層。組成、質感および色調は第 li1~口土層 (II 層)に

酷似するが、層の緊りがはるかに強い。上端付近では只殻を多く含むが破砕した小破片が目立

ち、下半になるとほとんど黒初色士層 (III層)に近い状態を示すっこの層は第 3 図に示したよ

うに、少くとも 2列内では 2C 区より始まることは誤りなく、平均25-30cmの堆積で2E 区以

東まで延び、他層と同様、南側へも傾斜している。

遺物は土器破片のみで、それも、平箱約4 分の 1 を満たす程度の量が出土したにすぎない。

土器は、上端から出土した第 III類土器(諸磯 a式土器)破片数片を除き、すべて第 II類土器(黒

浜式土器)である。

E8:N0色土層一一第 3 図 VI 層 (VIa 'VIb) 一一

日音褐色を呈するやや粘質の土層。下半部(羽 b) では関東ローム土の粒子が混り黄色味を帯

びるが変化はきわめてj斬移的であり、本質的に異なる点はない。 28 区-2D 区付近に最も厚

<t佳干責、 厚:さ 100-120cm を源リる。

VII起における遺物は尖底土器破片、同部磨製石斧、聴器各 l 例が、 28 区で出土したにすき

なかった。そのうち l 器破片は第 1 類としたものであるロ本例は尖底部のh及川で、 Nb 層ド端

から出土した(第 71~ 157)。 しかし周辺に同類の土器破片は全く検出きれず、焼土その他の存

lié も認められなかった。石器2例は、ともに VI 層上部 (VI a 層)の出土で、出土位置とレヘル

が多少異なるため、 I 類土器と 1肯核関係するか否かを判断し難いっ

関東ローム層一一第 3 図四層一一

本台地のj 層の基盤をなす。 A 区と B 区西半では450 白 íj 後の急傾斜を示し、 Br，[東半から D 区

西平にかけはほ'F:l:Fl.となり、 B 区東半より先は 150 前後の緩傾斜そ示している。員層、遺物包含

層が Clえ -D 区に厚く堆積し、現地表面でもこの部分にややでJH.な面が存在するのは、基盤を

なす関東ローム層上出の形状によるものであろうわ

(2) D S トレンチ(図版 3、第 2 図・第 3 閃)

DS トレンチは貝塚、の北側への広がりを調査する目的で、 2AB.2DE トレンチ付近を中

心とする情状刊l所の北斜面、 1 D 区より 2mの距離を置いて設定した。この位置は摺状凹所の

縁辺に近いため、地表面か北西から南東へ250 -30。の傾斜をもっ。発掘の結果、{，トレンチでも

地表下に混員土層、混士一只!首の存在が確認され、それらはさらに北および斜面沿いに北西へ延

びることが知られた〉

層序は次のとおりである。

l ニニ表土層 (iLl只土層)、 2=補色土!語、 3=;民土只)語、 4=暗按J色土層、 5=関東ローム層。
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しかし、暗褐色土層下半と関東ローム層を除き、全体に乱雑で、、同一層内に存在するブロッ

クあるいは層相互の境が明瞭でない。おそらく急斜面のため、土砂、貝殻が繰り返し激しく崩

れ落ちたのがその原因とみられる。

表土層一一一第4 図 I 層

貝殻が多量に混った暗俗色を呈する腐植土層。トレンチ北西隅で35cm前後、南側へ堆積が厚

くなり、南西隅付近で、は60cm前後を測る。層の緊りはきわめて軟弱で、包含された貝殻も破砕

した小破片がほとんどで、全形を保つものは少い。種類ではハイカ、、イ、ハマグリが多く、オキ

シジミ、シオフキ、アカニシ等が目立ち、二枚貝が主となっている。遺物は土器破片のみで、

前期・中期の土器一一一第 3類土器(諸磯 a 式土器)-第 8類土器(阿玉台式土器)一ーがそれ

ぞれ少数i昆出したにすぎなかった。

以上の状態と次に述べる褐色土層の存在から判断すると、この層は本来の表土(あるいは混

貝土層)とは認め難い。崩落した土砂と貝殻から成る二次堆積層と考えるのが妥当である。

制色土層一一第 4 図 II 層←ー

有機物を含む褐色土層。 トレンチ束半に存在し、東壁、南壁付近では厚さ 40cm前後の堆積を

示す。トレンチ西半には認められないが、堆積状態をみてみると、もとは西側か、斜面上方に

も存在したものが、急傾斜のため下方へ流失、あるいは崩落した土砂、貝殻と i品名し、消失し

たと考えられる形跡が濃厚で、ある。土質、色調とも 2A区に存在した表土層 (2AB.2DE

トレンチ I 層)と差がなく、層の緊りも固し、。この層がおそらく本来の表土層であったと考えら

れる。遺物は全く出土しなかった。

i昆土貝層一一第 4 図凹層一一

有機質の黒褐色土がj昆った j昆土貝層。台地の傾斜に沿い、北西から南ー東へ20-40cmの堆積を

不すが、僅か1.8X 1. 5mの小範囲であるにもかかわらず、上面は凹凸が著しく、そのため場所

により厚さに大きな差がある。貝層自体も均質ではなく、 i昆貝土層に近い部分や純貝層に類す

る小フゃロックが入り交った複雑な状態となっており、少なくとも小貝層が3 層複合堆積してい

ることが伺えるが、発掘面積も狭く、詳細は明らかでない。いずれにせよ DS トレンチ内にお

ける出土只層の状態は通常のそれとは異なるもので、西壁実ìRIJ図に現れた形などを見ても、度

重なる自然崩壊の結果と考えられる。

本層に包含された貝頬は、ほとんど二枚貝で、ハイカ、、イを主体に、ハマグリ、オキシジミ等

が多く、特に下半部では遺存状態が良好であった。

遺物はきわめて少なく、土器破片が、平箱約 4 分の l 程度の量出土したにすぎなかった。そ

れらは、上端から出土した混入と思われる第 3類土器(諸磯 a 式土器)・第 5類土器(諸磯 c 式

土器)少数を除き、第4類土器(諸磯 b 式土器)に属するものである。

暗間色土層一一第 4 図W層一一

H音禍色を呈するやや粘質の土層。前三層と同じく、北西から南東へ厚昧を増し、 60-90cm堆
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積している。 円高では関東ローム層の粒子が混入するため黄色味を帯びるが、上下の聞に本質

的差異は存在しない。また、北j7Lj隅付近の上半部に貝殻片が混入しているが、 ìlI只土層ではな

く、明らかに提乱により生じた局部的変化と認められるものである。

本層においても遺物は少なく、第 2 まII土器(黒浜式土器)数円の出土をみたにすさなかった。

関東ローム層一一第4 図 V 層ー←

2AB.2DE トレンチの場合と同様に本トレンチの基銭をなす。 J-.商が多少起伏をもっ。

トレンチ北問隅から南東隅へは平均約20。、東西方向へは約15。傾斜を示し、東壁付近では傾斜カミ

さらに減少する傾rílJ がある。これは 2DE トレンチ E 区東半に存在した緩傾斜面に相当するも

のと考えられる。

3. 人工遺物

各トレンチにおける出土遺物の全数量は、土器破片一平箱(70 x 45 x lOcm大)約 11個分、石

器一 7種27点、 H製品=3時91点、合計118点。ほかに黒阻石剥片32点がある。発掘面積に比べ

遺物の出土は少ない。このうち DS トレンチ表土層と混土貝層から出土した土器破片平箱約半

間分以外は、すべて 2AB ・ 2DE トレンチ内かん出土しだ。この差は発掘而積と発問地点の

状態如何によるものであり、 2/\ B ・ 2DE トレンチの場イトでも、犬多数が 2D 区、記 E 区か

ら出上している。

以下、遺物の記載については 2AR.2DE トレンチ出土資料についてのみ、槌類別に取り

上げるニとにする三

2AB ・ 2DE トレンチ出土遺物

種類ならぴに点数(土、土器破片τ平箱10個分強、聴器 7 、局部磨製石市~l 、 1r製石斧一

14、前石一 l 、!岩石一 1 、石 11 1l.~'2 、 1 、貝刃 =85、貝製括23ヰ 1 、貝輪一 5 である n

各種類の!再位別出土作IJ数は P19 r表 1 J に、図版と実iMIJI/j に示した例の計出Ijf位等は資料税 P5

「資料編収録遺物表」に示した。

(1)土器

すべて破片であるが、形状、文様、胎土、製作手法の特徴により、 8rJ{に大別出来る。

第 1 類土器(閃版10 ・第 7 図一一 157)

1 WIJ。尖民土器底部破片で、約45。の角度を示す。先端は{宅用の結果著しく磨滅変形し、直径ー

約 2cmの 'm い円面をなしている。器面は無文で、ヘラ状器具による粗い研磨肢が縦に走 1) 、砂

粒グ)修動が目立つ。胎土にかなり相砂を含むが焼成は良く、器壁は同〈焼き緊っていて赤外j色

を呈する。 僅か l 例ではあるが、尖底音1;の形状、胎イ:その他からみて、回戸下層式土器に比定

きれるべきものと考える。

この土器は 2B 区時総色土層下音15(VIb 層)より単独で出土したが、付近の月IJ地点に、同期
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の遺物包含層の存在する可能性が多い。

第 2 類土器(図版 8 ・第 6 図-91.図版10 ・第 7 図一一127-137)

器面全体に縄文が施こされ、胎土に多量の繊維を含む一群である。無節または単節の粗大な

斜行縄文・異条斜行縄文・組紐回転文等を地文に、半裁竹管または幅 1 cm前後の櫛状施文具を

用いたコンパス文・円形竹管押圧文を付けるのが普通で舟ある。器形は口辺が多少外反しスムー

ズに胴部へ移行するものと、頚部がくぴれ胴部に膨らみをもつものとがある。口縁は平縁また

は波状口縁で、前者が普通らしい。底は平底と上底の 2種類が知られる。胎土中に多量の繊維

を含むため、造りが全体にぶ厚で器面に凹凸が目立ち、また焼成も一般に不十分で、器壁が脆い。

色調は黒褐色ないし暗偶色を呈する。

本類は D 区第 2i昆貝土層 (V 層)から、少数ながら、ほほ、単純に出土した。本類は黒浜式土

器に比定できょう。

第 3 類土器(図版 7 ・第 5 図一一56-59 ・ 65、図版10 ・第 7 図一一140 ・ 141 ・ 146)

器面上半部に半裁竹管を用いた磨消縄文、連続爪形文、爪形丈で充てんした平行線文・曲線

等を配し、下半部には斜行縄文が施こされた一群である 絶対数が少ないのと小破片は、かりの

ため器形を確実に把え難いが、出土例を見た限り、比較的単純な深鉢形に属するらしい破片が

多い。口縁には平縁と波状口縁が知られ、上端に小突起を付けた例 (57 ・ 59) もあり、その一

部は第 6類のそれに類似する。底は平底らしい。本類は胎土中に繊維を含まず、器壁の厚さ 0.6

~0.8cm程度。概して焼成良好で、器壁が固く緊り、器面の [U] 凸も少いが、色調は黒禍色から明補

色まで変化をみせている。

本類は諸磯 a 式土器に比定してよいと考えられる。

第 4 類土器(図版 7 ・第 5 図-41-55 ・ 60-64 ・ 66-71 、図版 8 ・第 6 図-72-90)

主として胴上半部に竹管文で構成された文様帯をもっ一群。半裁竹管による平行直線文、平

行曲線文(ともに平行線内に半裁竹管の刺突による爪形文を加えた例が普通)、爪形文を組み合

わせた複雑な文様が多い。縄文を地文にした例とへラ磨きした器面に直接描いた例とがあるが、

前者が過半数を占めている。また単節の斜行縄文だけを施こした例も少数ながら存在する。器形

は、口辺部が多少外反した深鉢形が一般的らしい。そのほか、縄文を地文とし、細い粘土紐を

貼付けた浮線丈による直線文と曲線文で文様が構成された土器があり、浮線上面には斜めに細

い刻目が加えられている。この種の土器の器形は、口辺部が内湾気味に張り出したキャリパー

状の深鉢形に限られる。いずれの種類も器高30cm前後が普通らしい。胎土中に繊維を含まず、

焼成も概して良好で、赤褐色ないし日音筒色を呈する例が多い。

本類は i昆土貝層 (Nb~Nd) 層の主体をなす土器で、上述の諸特徴により、諸磯 b 式土器

に比定できる。

第 5 類土器(図版 8 ・第 6 図 97-100) 

半裁竹管による平行線を密集させた条線状の文様が一面に付けられた一群。その上に小型の
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円形貼付文 (98) や安IJ 目を施こした市111 い伴状貼付文 (99 ・ 100) を加えた例も知られる。出土例

数が少くしかも小破片のみであるため詳細不明であるが、他遺跡出土例によれば、口辺部が外

反または内湾気味に膨らむ器形で、底は平底と思われる。

本類は独特な文様から諸磯 c 式土器に比定できょう。第 lì昆貝土層下部( II b 層)と j昆土民

層 (Nb-Nd 層)の接する付近から混入の状態で少数出土したにすぎないか、遺存状態カヨ良

く、 DS トレンチにおいても少数ながら検出されているところから、同辺に同期の只層または

遺物包含層が存在する可能性もある。

第 6類土器(図版 8 ・第 6 図-92-96 ・ 99-104) 

話土貝層 (Na-Nd) 中から出土した当地域における異質の土器を便宜的に一括した。出

土例数は少ないか、 A 、 82群に分けてよ及うことにしたい。

A群一貝殻文がイ寸けらtLた土器(92-96)。細いへラ描きの平行沈線の聞を二枚貝(アナタラ

属以外)の腹縁を用いた抑引文で埋めた文様と}，I，(列文を交互に配列したもの (92) と、アナダ

ラ属の貝殻(ハイガイまたはサルボウ)の腹縁を鋸語、f~たに述続押捺したえ様をめぐらせたもの

(93-95) とカ、ある 3 このっち、 94では k端にアナダラ属以外の二枚貝腹紘を用いた同一手法

の文様が併用されている。少数例のため確かではないが、器形は深鉢形であろう。器面は平滑

であり、胎土中に繊維を含まない。焼成も良〈、器壁が固く焼き緊っている。 A群は、その特

徴的な貝殻文から、関東地方北東部を中心に分布する浮島式七器またはその系統に属する土出

と考えられる。

B群=96-101 その他を本群としたが、小破片のため特徴を見定め難〈、直接比定または関係

する土器の決定を保留する。ただ101 については、器面を縦走する太日の棒状貼付文の上に、半

裁竹管によるらしい爪形の刻目がまばらな間隔をもって加えられ、器面がきわめて粗雑で、除上

に多量の粗砂と雲 fU: J 't>を含むことを付記しておこう。

第 7 類土器 L図版 9-116-126)

太い粘土紐を貼付けた降線による直線文と曲線文を中心に、 i隔の広い押引文、連続刺突文で

構成された雄大かっ複雑な丈様が付けられているー群門器形は一般に套形、深鉢形で、ほかに

筒形と浅鉢形と忠われる破片がある c if号慢の厚さは 1 c:m前後。胎土中に細かな石英粒と比較的

多量の粗砂を含むため、器面に研磨訪i柊が施こされているにもかかわらず、やや相雑な感、をも

っ例か少なくない。本類の示す特徴は明らかに勝坂式土器のそれと一致し、同式に比定するこ

とが出来る。

本類は 2E 区 ìJ:~土日層 (N a 層)中に、後述する第 8~í[士器と混在したが、多数を占めた。

いずれも大型の破片カ、多く、層をなすような出土状態を示し、破片の遺存状態は良好で、{立i百

の移動に伴う損耗の形跡は認められない。この点は 2E 区j昆土只層出ゴ二土器が、ほとんど第 7

類土器・第 8類土器に限られ、合わせて平箱約 6個分が出土した点とともに注目される。
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第 8類土器(図版9 一一一 106-115)

第 7 'j;fl土器と loJ じくもI! 土占H を貼付けた陸線による直線丈と曲線文に押引文を加えて構成され

た文様が付けられている一群。しかし、本類のそれは第 7 類上器に比べ全体にかなり料Ji円台であ

り、降線丈の断面は三角形を呈していて稜をもち、押引丈も rpl，í が狭く i号線文で区画された器府

全体に付けられることはまず無い。Ll辺部が I自立または幾分膨らみ気味にリi丈出して段状を呈す

る深鉢形の器形が普通である。口縁l土平紘と大きな j皮 .'1え口紘の 2 種 ~(iがあり、 L 、ずれの場合も、

方形に似た比較的大型!の把手が付く。胴部以下は文1ぎが少ない代り船体の補肢と装飾を兼ねて

付けたと考えられる浅い連続押捺文帯が何段もめくっている 思面は相く州 1名作!診されている

が、胎土に多景グ)砂ボ1 と雲母 i\ を含むため半11両となり、焼成も不良で、一般に II~J天体j 色ないし

暗灰色を呈し、全体に相雑な印象が強い。

本類は明らかに関東地方東部に分布の中心をもっ阿王台式土器に比定することカ、出来る。な

お、東京湾西部沿岸で、は、勝坂式土器iこ阿二五T47 式土器がしばしば伴出することが知られている

が、 2E区では、むしろ共存に近い状態であった、師岡貝塚、または 2E 区j昆土貝層 (N a 層)

だけにおける特殊な状況かも知れないが、一応比忘する必要があうう。

以上に 1 類~8知、土器の慨要を説明したが、ここでそれらが比定される土器型式と出土層位。

との関係を性埋すると次のようになる。なお、 DS トレンチのそれについては明確な結果が得

られなかったので、調査の中心になった 2AB.2DE トレンチのみを採り上げた。

第 1 類土諒=田戸下層式土器 時柄色土層 i， VI b 層)。

第 2 知土器=;I，l.\ ì兵式寸器 ;}~ 2 ~'見貝 L屑 (V 層)。

第 3 類土認=諸磯 a 式土器 第 2M貝土層 (V 層 )1\端~ ìJ~トー貝層\ N b . N d 層)下端部

に散在。

第 4 類土器一諸磯 b 式土器 il~土只層 (Nb~Nd 層)。

第 5類土器諸磯 c 式土器 ìf~土貝層 (N b ・ N cl I('{) 上tiij~ 第 1 Ü~ ti土層\ II b)同)下端

に散在。

第の鎖土器二=浮島式土器 j昆土貝層 \Nb 'Nc .Nd 屑 ì A群は第4 矧土器に共伴。 B 群

は ~:m不明。

第 7~ü土器ごプ勝以式土器 iLi土貝層 (N a 層)。

第 8類土ZL=阿玉台式土器 ;日土上{層 (N a 層)。第 7 類土器に共伴。

(2) 石器

喋器(図版12 ・第 8 図一一←12-15)

礁の一端に和維なぶ厚い刃をもっ石器。出土問数7例。器体と大きさは一定しないが、最大

例は 12 、 i也は 14 ・ 15紅伎で、全Ij片石器に似アこ 2 例を除き、器面はほぼ白然面である。刃は、主

に片面からの敵打てれイ寸けられるため、~'， j.)または片刃状を呈する。 7151J中 6例が ì1l:.土只層 (N

b ~N d)百) Il j 士、，Ï<U月石器に J'i iする残 1;> 1 例は E 区i昆土貝層 (N a 層)上端の出土で、同一期
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を確定し難い。

局部磨製石斧(図版11 ・第 8 図一一 1 ) 

脳平な離の一端と両側面を敵打整形し、刃先だけ両面から来日く研磨した石斧の刃音1\破片。出

土例数 1 例。刃先は断固が蛤刃状を呈し、鋭い。刃部以外は白然面のままである。

本例は日音褐色土層 (VI a 層上部)から単独出土した。器形、製作手法において早期の所産と

考えられるが、尖底土器(図版10 ・第 7 図 157) との関係の有無は不明である。

打製石斧(図版11-2-9)

出土例数14例。うち完形品は 4例である。器体の平面が長情円形、長方形、あるいは擁形に

類するものを含み、一定の形状を見出し難い。また両面と側面を敵打繋形した例と片面に自然

面を残す例とがある。素材は凝灰岩、硬砂岩、瞭岩、石英片岩、輝緑岩等が知られる。

すべて E 区出土で、 2 ・ 3 ・ 6 ・ 7 は混土貝層 (Nb-Nd 層)、他は i昆土民層 (N a 層)か

ら出土した。前者は出土層位とレベルにより前期の所産とみて誤りなし、。他の10例は、 i昆貝土

層( II b 層)と出土貝層 (N a 層)ヵ、接し、多少撹乱気味の1~iJ所から出土きており、時期を明

確に判定し難いが、形態と製作手法からみて中期に属する可能性が多い。

敵石

出土例数 l 例。平面不整楕円形を呈する長径8.5cm、短径6.7cm 、厚さ 4cmの聴を全く加工せず

使用したもの。一端が敵打により磨滅している。出土層位は E 区出土貝層 (N a 層上端)付近。

中期に属する可能性が多い。

磨石(図版12 ・第 8 図 16) 

出土例数 1 例。平面扇円形で、長径8.1cm、短径6.3cm、厚き 3.8cmの比較的小引の磨石。 使用面

の周囲は軽く面取りされ、中央に直径約1.5cm、深さ約O.3cmの浅い[円みが付けられている。多孔

質安山岩製。 E 区j昆土貝層 (N b 層)の純貝層に jfl:いブロック状部分で、諸磯 b 式土器に伴出

した。

石皿

出土例数2例。いずれも多孔質安山岩製石皿の小破片である。 1 例は株高5.4cm 、縁上面の幅

がほとんど無い。小型Jの石血と推定され底面を凹石として使用、凹所が3 筒所に付いている。

他の 1 例は、石川側面から剥落し破片であって、器面のカーブを見ると、かなり大型の石血の

破片であるらしい。いずれも D 区出土貝層 (N c 層)出土である。

石撒(図版15←-39)

出土例数 1 例。平面逆V字形の薄手の打製石銑で、両面とも細かな押捺剥離により美しく整

形されている。完形品で素材は玉随。出土層位は E 区混土貝層 (N a 層)である。

黒目玉石剥片(図版15-40

微細な軽石粒を含む黒色部分の多い黒H玉石であるが透明部分は澄み、質は良い。出土例数34

例。平面 5 x 4cm大、厚さ O.9cmから 2 x lcm大の小型剥片ーまである。当然ながら形は不揃いで
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あるが、大部分にノ 4ルブ、ネ力、ティブバルブ、リング等、人為的敵打の痕跡がある。しかし、

未製品と認められる例はない。ただし、前述の最大例と他3例には、割れ口に生じた鋭L 、稜の

部分が一部歯こぼれ状を早するところから、一種の掻器として使用された可能性が与えられる。

出土層位はすべて E 区混土貝層 (N a 層上半部)で、特にトレンチ東壁面寄りの地点では、

数個が塊って存在するような傾向が認められた。こうした出土状態は、他層から黒目玉石剥片が

全く検出されなかったことと併わせて、jJ一目される。

(3) 貝製品

貝刃(図版13 ・図版14. 第 10図一一17-32)

二枚貝の腹総に、殻の内面 iNIJ から JJo えられた、押捺剥離による粕い鋸歯状の刃が付いている

貝製刃器。出土例数85聞で、そこうちハマグリ製62例、カガミ貝製8例、オキシジミ製8 例、

シオフキ製 71列。ハマクリ製貝刃が約73% を占め、それも大部分ヵ、大司IJ (7)ハマクリの殻を使用

したものに i以られると言っても上いコ明らかに素材の意識的選択が行宇われたと考えられる η

刃の位置と幅は、腹杭全体に及ぶ広いもの (17-19 ・ 29 ・ 30 ・ 32)、在また布に八寄っているも

の (23 ・ 25)、腹縁中央だけに付いているもの、の 3種類に大31Jされ、前二者が多い。出土層{立

は85例中71例がj昆土只層 (Nb-Nd 層)である。 Na 層がE 区にしか存在しないという条件

を宅一慮、しでも、前期に目立った存杭を示すと言えよう。なお、師岡上L塚出土の貝刃は、系材の

種知と比率、器体の大きさ 製作手法において梶山貝塚(横浜市鶴見区保山所拍子一花慣下層期)

出土例とほぼ|口l じ傾向を示している。
rij: 5 ) 

貝輪(図版15 ・第 9 図 33-37) 

イタボ j; キ製で、出土例数5例。うち完杉 1 例 (33 )、全!阪を伺い得るもの 1 例 (34) 、小破

片 3 例である。器イ本田縁、器体内外部、および穿孔周縁は粗い俳磨調整が施こさlLているが、

33のみは穿孔が小さく、穿孔巴l校の整形も不十分であり、未完成品かも知れない。出土層位は

5例とも E 区混土貝層 (N a 層)であり、勝坂式士ー器・阿玉台式土器にi半出した。

貝製掻器(図版15 ・第 9 図一一一38)

マカキの裁で製作された特異な貝製品。出土例数 l 例。半面が殻の長軸に沿って長方形を呈

し、内外商と周縁が粗く研磨主手形されている。長辺の一方が著しく薄くなっており、この部分

に使IIJ による磨滅と歯こぽれ状の小さな刊Jfìカ、認められる。形状と使用水からみて、一種の掻

器と考えてよかろう。出j-層位は E 区 (N 乱層)である(なお「資料編」では本例に異形貝製

品という名称を与えたが、 「貝製掻器」と訂正する) c 

4. 自然遺物

(1) 2 A B . 2 D E トレンチ出土動物遺存体

2AB ・ 2DE トレンチ出土の動物遺存体としては、第 lì品只土層 (II b 層)、 j見土貝層 (N
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b ~N d I百 .Na 層 j 、よれ 2i見只土層 :v 層)から、具類22穂、魚類 8 組、 H甫乳類 5開、鳥穎 1

同が知られる、

貝類(去 2~走 4 ) 

「表 2J に示 L t: ように、二枚貝 12柄、巻口 10積、 f寸122慣が検出されたが、実数では二枚

上{が各層て、主体をなし、ハイ力、イを中心に、ハマクリ シオマキ、オキ J ジミ等が大多数を占

めている。ただ、 E[支から υr2<:の 部に存1't'する i昆土貝「百 (N a I巨)においては、同様な傾向

が認められる一方で、アカニシ、ナカニシ、イホニシ、パイ、スカイ、イボキシャゴ、ウミニ

十、ヘナタリ等、他的)吾でごく少数か全く検川されなかりだ柿煩がìl~るとい守特徴が認められ

る。この点については、前述の主うに N a rf'i の時期が|珂らかに中期に属するので、 j向進から;'ÎfÎ:

退への車式投に(半う什然環境的変化 E 関係するものとぞえられる ο 日出乳類の遺存体が二の層に多

いことからもその可有~tt は多分にあろう。

なお、 N al~からはアワヒ 3WIJが検出さ Jしたが、それらは白然環馬が多少変fヒしたにせよ、

師同 fft :l:示!日辺で綾忠した可能性はなく、タト洋にiIÎい j也械からもたらされたものと 1j えざるを科

ない。

次に今凶の調 fhTにおいては、活杭区域中最も状態の良い部分、 C 区に按した B 区と D [)< 0)一

部、平面 lXlmの範闘を選じだ本貝塚の中心をなすìlUょ貝層 iNb-Ncl )層についてブロッ

クザンプリング議i売を究施した。理想的に(土、第 l 出R 上層 (II b 層 1 、第 2ilt員土!長 (v 胃)も対象に

したかたが郁々の悪条件か重なり実現できなか勺た。副長方法はレベルと孔層内のブロック

の堆積状態を勘案しつつ試料を採取する万法を土勺たハただ、何ょん資料の:量まか多く、現時点

ではそのすべてを公示し得る段階に至っていない、そこで 本州では ιIJ 間報合的にその結果的

一部を不すことにした。

r;&3 J がそれである o H fiFの来日成、府f 号1] の比率は発}!:I:， r1'の所見によく ーはしているが、小

範囲内向同ー層内においでも、例えば/\イカイ、ンオフキ、アサリに見られる上うに、試料ご

とに比率にかなりの7f が存在する〉

ニゴ〉傾向は発出調査中もい意;にトヮていたことで、それを具体的に裏付ける結果であった《

貝層の一部にこうした特定の種類!が集中する事実は、 1!1ì獲時期の i'i"か、捕猿場所の遣いを反映

するものであろう。そJ. Lは E 区ifU二 H 層 i N a 層)の場合とは全くヰi-'I'I'村、異なっている。

「表 4J I土「表 3J に亦したフロックサンプリング試料より、出土例数の多いノ、イガイとハ

マグリの 2相知を選び、殻士ごの大ノj、により成支の分布i 主調子正した結果である。表から全けられ

るように、いずれにおいでも中却、小型に属する倍J1本が圧倒的に多〈、 Þx.育度(ま全般に低いと

言えよう。この傾向(まノ、イ力、イ、パマグリ以外の官1知の場合も同様である。

魚類(表 5)

魚類は稲額が少く、 「表 3J に示したょっに S種類を検出されたにすぎない 中心となる出

土II層 (Nb-Nd)!ぎでは、マグラトピエイ、クロタイ、カレイ(宮町、コチ、エイが知られ



八
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るが、この中ではクロダイ、コチ、エイが比較的目立つ。なお、一部資料は現花同定準備中で

あり、フロックサンプリングの結果と合わせれば、多少種類の増加と種類別の多少が明らかにな

るであろうが、大勢に変化はないと考えられる。

IIrli乳類・鳥類(表 5 ) 

ìl~土貝層 (Nb-Nc 層)では、僅かにシカとイヌが知られるにすさない。これに対し中期

に属する辺土貝層 (N a 層)では、タヌキとウマ(?)が加わり、またシカ、イノシシの骨の

出土数も多い。資料の絶対数が少いため断定は危険で、あるが、魚類の種類も者干異なった傾向

がみられることから、やはり自然環境の変化による影響カ、反映されているのかも知れない。

なお、 Na 層からはウマの肢骨らしい骨片が出土したけれども、縄文時代にはいまのところ

ウマが存在した確証はなく、出土位置も撹乱部分が多い j昆貝土層 (II 丘層)に接した個所で、

後世の混入である可能性が多い。

(2) D S トレンチ出土動物遺存体

本トレンチの場合、動物遣存体の検出が期待できるのは第 I 層=表七層 L 以只土層}と免 III

層=混土貝!援であるが、ともに白然崩壊による混乱が著しく 貝類以外の動物遺存体 魚類

・獣類・鳥類一ーは全く出土しなかった。また貝類についても、混土只層のごく一部に純貝層

に近い小ブロノク状H層が認められたとは言え、主体をなす土器型式は不明である。したかっ

て、全体的に見た場介、 2AB ・ 2DE トレンチの場合と同じく、ハイカイ、ハマグリを主体

にオキシジミ、シオフキ、カ力、、ミカ、、イ等の二枚貝が多数を占めることと、大型のアカニシが比

較的多く混在したことか知られたに過ぎない。このような員層の状態は、この地点の地形的位

置を考えた場合、止むを得ないところであろう。

N. 調査所見

以上に第 1 次調3'ì:の結果の概要を述べた。調査の前例をうご〈ためデータが無く、日程、天候

等にも制約きれ所期の日的を十分達成するまでには至らなかったが、幸い貝塚の位置確認が出

来たのを始め、時期・規模・構造守に関する幾つかの子掛リが得られた。

次ぎにそれらを概括、二三の所見を述べて結語に代えることにする。

師岡貝塚は「縄文時代前期(諸機期)の斜面貝塚で、 fìl也巾段に存在する」と伝えられてき

たが、今回の間交により従来の所説をはは確認した。しかし、位置は台地中段でほなく、上国

に接した東斜面上部であり、またそれが混土貝層から成る諸磯 b 期の貝層を主体とするもので

あることが明らかになった c ただし発掘面積は約20m'tこすぎず、貝塚の平面規模の把握は果た

せなかったが、各トレンチにおける民層の堆積、地表面の状態および再度実砲したボーリング



17 

副交の結果を株合すると、 2A 包 -2ιJE トレンチ付近を中心に、lhl:径15-20m 前後と推定さ

れる。しかし DS トレンチのど[層堆粒状態は、相状川所に I írJ いつつも方向が異なるうえ上々か

ら落下堆積した形跡を示し、また 2AB ・ 2DE トレンチとの聞にほ只層が途切れた i出所も存

在する。したがって師岡貝塚の主体部カミ沼状[引所付近に存在するとしても、実際には台地上の

数箇所から貝殻その他の食糧洩i宰が投棄きれ、 I /iJ辺に小貝層が形成されることは十分あ 1) 得る

ので、 DS トレンチ混土民層のもそうしたもののーっと考えてよいかも知れない。

次に 2DE トレンチ E 区に堆積 j る叫土貝厄 (N a 層)の問題がある。第 3 図に 'J、したよう

に、この層は諸機 b 期の混土貝層 (Nb-Nd 層) Jてに堆願、直上のiil貝土層 (II a -II b If& ) 

も明瞭性を欠いている。勝坂式土器と μrJT.Éì式土器の大型破片の集中ぶr8.含、 i半仕1石器類の特

徴、貝!長自体の様相にしても混士貝層的他の部分に比べ、かな 1) 異なる。これらの諸点、から、

Na 層 l土与i に詰磯 b 期のiLi土只層の一部に中期の遺物がiLi人した状態とは理解し難く、諸機 b

期の貝層の一部に重詑 L た勝坂期の貝塚と考えられる、

一万、土器に関連して、二つの注目 j べき所見カ、ある。一つは、貝塚を伴うか百かを別に、

回戸式土器、黒民式土器、諸磯 a 式土器、浮島式土器、諸磯 c 式 ι器、勝坂λ土器、阿王台式

土器が出土したこと。これにより、師阿台地は、単に諸機期のみでなく、縄文時代早期中葉・

前期前半~中真IJ前半にかけ、断続的なカ、ら繰リ返し生活のj持に i望ばれていたことヵ、知られるに

主勺た。他の一つは、他地域の土器の共伴。すなわち、混土日層Nb-Nd 層において諸機 h

式土器に浮3自式土器が、同 -Na 層において勝坂式十A苦誌に阿玉れ式土器カh相当量伴 1+'1 した点で

ある c いずれも南関東地土i東部、霞ヶ;甫!品辺に分布の中心を有ーする型式であり、特に後者の士号

介、共{半とは言えぬ恒の出七数を示している。関東地方東部との交ìJJλがかなり l訟であったこと

を反峡するものであろ') 0 N 3 層から出士したアワビ 3 仔Ij にしても、当時の自lj同周辺海域内よ

うな東京湾北半の入江では棲息しない種類であり、云ilH半島または房総半市の東京湾 11 に近い

岩礁性の海域からもたらされたと Lか二与えられず、土器と同様に他地域との交渉を時示する資

料と言える。

生活様相の i瓦原に不可欠な動物遺存体の桔頑と種別i)'Ij 成については、ブロンクサンプリンク

試料が整理未了のため、遺憾ながら本稿で、は報告できない。しかし、これまで、に知り得た範囲

で法、魚類・貝類は入海の小i考人郎、主に泥Eまから砂j尼底の拘械に桜息、する種類のみであり、

周辺の諸貝塚と同様な傾向が認められるへただ、前期、中其IJ を問わず漁労具の出土を全〈見な

かった八この，1.~は単なる偶然的結果か 或は持別の}~':~'味をもっちのか、ー)，七検討を要するとこ

ろで、ある。

きわめて簡単ではあるが、正二lLで第 1 次調査の結果慨要を終える。もう少し触れるべき点も

あるが、多少般討を要するところが残っているので、それらについでは第戸次発掘調貨の結果

を事長官ーするさい取り上げたいので、 ご了承をお願いする。
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末尾になったが、本調査については熊野神社宮司石川正人氏より格別のご配慮があり、また、

動物遺存体の同定では早稲田大学講師令T浩昌氏より御教示を得たのを始め、作業に当たった

学生諸氏、地元の方々、関係機関から多大なご援助を頂いた。巻末に芳名を記るさせて頂き、

厚く感謝の意を表する次第である。 I 神津勇一)

狂i

(1) r 日本石器時代人民遺物発見地名表」 第 2 版 東京帝国大学制 明治31 (1898) 年。

(2) 酒詰伸男「神奈川県ド貝塚調査概報」 人類学雑誌53巻3 号 昭和 13 (1 938) 年。

(3) 酒詰仲男「日本H塚地名表J 土曜会干Ij 昭和34年 (1959) 年。 P .115 , 

(4) r菊名貝塚」は、詳しくは、宮谷貝塚と上ノ官貝塚の 2 地点にわたるものである。

(5) 厳密には「ハマグリ」と「チョウセンハマグリ」の 2種類が存 ú っ

(6) 神津勇ー「梶山遺跡(2)J 神奈川県立博物館発掘調査報仕者弟2号昭和44(969)年。

発掘調査関係者名簿 (順不同、敬称略)

一般協力者二石川正人(熊野神社)、金子浩引(早稲田大学)、遊佐和敏(東邦医科大学)、

横出昭一(目黒区立美術博物館設立i~ 備事務室)、宮川 i 芳正、中谷俊吾、山中信夫他(師岡

小学校)。

学生=矢野慎 ・松崎元樹・桝淵規章(国学院大-+:)、笹原昭一(明治大学)、高正殺(東

海大学)、河村美樹I(立教大学)、石谷昌信・湯川英一・田谷憲治(明治学院大学)。

関係機関二横浜市教育委員会、港北区役所、神奈川県港北警察署内

神奈川県立梓物館=川口徳治朗、中野万年、波辺町j 、平本紀美男。

〔報 22書作成協力者〕

横山昭一、矢野慎一・相沢智子・菊目成海(国学院大学)、 r，，"1Jあ藤子(昭和女子大学)、鈴

木紀子(学習院犬学)、松島義挙、井上久美子(本館学芸部)。
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表 2 2AB ・ 2DE トレンチ出土貝類

柿-----名----、---------\--柄--紋 第 li昆貝十一層 J比土主単 第 2í昆貝上層

II h Nlj .Nι.N d Na V 

二 tl，z只 ノ\ イ カ、 イ +十 十斗 寸十 斗ト

斗十 ノレ ボ ウ (ー十 j (+) (十) (+) 

ノ、 竺7 グ 十十 十十 十一十 十+

ア 寸f 十 十ト 斗 +十

~ オ フ ~ +十 |十 + 

すキンジ; + 十寸 ++ 

カ力さカイ + 十 十

、、、 Y レ ク イ (十) 十 (ァ)

守み ア カ" イ 十 l+� 十

カ 1) カ、下エカイ l 卜) (十 l 十

? え7 Jユc_ •+ 

イタボガキ| ( 一十 1 十 + 

巻 貝 T カ
一

レ/ f-+ 

十 カ ン

イ ボ
一 ン (十) 十

ツメタカ山イ l 十) (十/ 十 L 十)

ノ、 1 
」 十 f 十)

っと カ 十

イボキシャゴ f 十) 十 -+ー 一←

ウ 、 ナ 十 ト 十 十

/¥  ナ タ 十 + + 十

17 ビ f 斗)

;1' 1.層 frc!附の数J_f~ • a己号は -;ù3 図 2Aβ ・ 2 Jl E トレンチ 1正面実，)41J 図 J に [nj じ G

2. 本表中の記号表示(土次グヲ E おりである}十十 出土多。 (+ì~出十少。 一二出土無。



表 3 ブロックサンプりング箇所における貝類の組成

ニト\望号 No. 1 N(, 2 No. 3 稀別 ffliJ体数合計

28 区 .N 28 区 .N 2 DI玄 .N (%) 

二枚貝 ハイ ガイ 456 (41.30) 590 (42.57) 1,109 (69.75) 2, 155 (52.82) 

シオフキ 262 (23.73) 293 (2l.l4) 5 (0.31) 5印 03.73)

ハ 7 グリ 113 00.24) 149 (]0.75) 258 (]6.23) 520 (]2.75) 

オキンジミ 80 (7.25) 76 (5.48) 109 (6.86) 265 (6.50) 

カカミガイ 26 (2.36) 43 (3.10) 39 (2.45) 108 (2.65) 

ア サ 96 (8.70) 146 00.53) 13 (0.82) 255 (6.25) 

"7 ff キ 33 (2.99) 40 (2.89) 23 (I.45) 96 (2.35) 

イタボカキ 3 (0.27) 1 (0.07) 2 (0.13) 6 (0.15) 

、、、 ルア イ 17 (1.品4) 26 (] .88) 4 (0.25) 47 0.15) 

7 子力、イ 4 (0.36) 16 (1.15) 7 ro.44) 27 (0.66) 

カリカネエガイ 2 (0.18) 。 。 2 (0.05) 

巻 貝 アカニシ 2 (0.18) 。 3 (0.19) S (0.12; 

ス ァ~f イ 5 10.45) 。 2 (0.13) 7 (0.17) 

へナタ 5 (0.45) 5 (0.36) 8 (0.50) 18 (0.44) 

ウ 、、、 ニナ 。 1 (0.07) 1 (0.06) 2 (0.05) 

イボキシャゴ 。 。 6 (0.38) 6 (0.15) 

ツメタガイ l 。 。 1 (0.06) 1 (0.02) 

試料別f古1休;数合計一 1,l04 1, 386 1,590 4,080 

注 1.本表は、 2B 区、 2D 区混上貝層 ， NJ者 j で実施したプロックサンゥリングの試料中、村'Í~的

箇所の 部を抽出、分析した結果を示したものである。

2. 各ιL料の体積lよジ、の左おりである。 Nol =45x30x12じm o Nù2 ニ45X30x15cmoNo3 =4SX 30X 

15cmo 

3. 二枚貝の個体数l主役I良 l 悩を 1 個体として計労した υ したがコて二枚の殺が後合畑、態を f~つ例

(ハイカイ・オキシジミ・ハマクリに多い;， ;土、計算 1.2f品1休として扱うことになり、実個体

数は表示し売数千を下回る ο

4. 本表は貝l'R組成のおよその傾向を示す目的で製作したものである}ブロソクサンプリングの全

試料については、検討完了後、思Iji主発表するの

21 



ハイガイ、ハマグリの成育度の分布

一一 2A区・ 2D区混土貝層出土例による一一

表 4

22 

ハイガイ

i式半十刊().1

213N 

�%) 

殺長別区分 cm

個体数累計

(法長区分別!句、l

ハマグリ

(0) I (23.lll 

24 

26 。

試料No.2

2BN 

(少。 j

試料;.Jo.3

2DN 
(%) 00.2心))

 

ハ
什U

J
l
i

、
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1.木表は「表δ」資料のうち、 jijlJ数の多Lり、イガイとハマクリについて成育慢を謝先し

た結果であるー

l王

「 lLt外 J 253例は、 -ffl;欠損があり、正確な言十担1)か不

可能なだめ→応除外したものである。

2. 個体の大ノj、は殻長を息子干にした



表 5 2 A B ・ 2DE トレンチ出土動物遺存体

一魚類・日甫乳類・鳥類

23 

日十抗日 i 揺
IIb I Nb.Nc.Nd I Na V 

十 1

十

十

タイ + 

ススキ 「

コチ • | 

一イノンシ 十 | 
イヌ 十 l 

タヌキ L 
|了; " (?) 

十一 一一|

註 1.層住欄ブ)数字・配号J立、 l 第 3 じ;(] 2AB ・ 2DE トレンチ1l$.雨'j~;~I)RJJ に 1") し

2. 本去は発f回調夜中に検出された検問のみを参考までに 'J、したものである。
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員H 図 師岡貝塚および周辺主要貝塚位置凶

。二gìjì岡貝塚 1=南綱島貝塚 2= 峯俗貝塚 3=表谷東・表谷西貝塚.

4=菊名 l~塚 5=駒岡員塚 6ー上白貝塚. フ=悦Ll I 貝塚
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第 5 図 土器 (1)

第 4 類土器=41~71

(縮尺1:3) [出土層位J 2 D E トレンチi昆土貝層 (Nb-Nd) 二41~71
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第 6 図 土器 (2)

第 3 類土器=105. 第 4類土器=72~90. 第 5類土器一97 ・ 98

第 6類土器一92~96 ・ 99~104. 類別不詳= 91 
〔出土層位J 2 D E トレンチi昆土貝層 (N a) =91 ・ 97 ・ 98. 同 (Nb-Nd)

(縮尺1:3) =72~96 ・ 99~104. 同 (N d) =105 
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土器 (3) 
第 l 類土器=157. 第 2類土器=127~137 ・ 144 ・ 147. 第 3 類土器=140

判究室主υ
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第 4類土器=138 ・ 139 ・ 141~143 ・ 145 ・ 146 ・ 148~154. 第 5 類土器=155 ・ 156
〔出土層位J 2 A B トレンチ暗褐色土層 (Nb)=157. 2AB トレンチ混土貝層
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第 8図干l器
んj部磨製石斧土 1 . 疎む=12~15. 磨石=16
〔出土層位) 2 A B トレンチ日吉褐色士層 (Na)= 1. 2DE トレンチィ昆士ー貝層

f縮尺1:2) ( N b ~ N d ) =12~15. 百J (N a) ー 16
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第 9 図 貝製品(1)
貝輪二33~37. 貝製掻器=38.

(紡尺1:1 .5) C出土層位J 2 D E トレンチ i昆土貝層 (N a )ヱニ33~38.





第10図 只製品 (2)
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」ー」

(括的尺1:1. 5) CttUニ肝位 2AB トレンチ貝層 (N b -N d )=17 ・ 18 ・ 32.

(Nb-N cI)二← 19 ・ 21 ・ 23 ・ 25 ・ 26 ・ 29 ・ 33

4::l 

2 D Ei昆土貝層
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